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0 神奈川県学校図書館員研究会について

神奈川県内の学校図書館職員によって構成されて
いる、県公認の研究団体

1955年設立

会員数187校197名 2020年5月現在

県立・市立・私立学校が参加

人的・物流・情報ネットワーク
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0 神奈川県学校図書館員研究会について

レファ協参加の経緯

京都府立高等学校図書館協議会司書部会の

先行事例 →神奈川でも参加したい！

2010年度 研修環境利用

2011年度 実験参加開始

2013年7月 学校図書館の正式参加スタート
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0 神奈川県学校図書館員研究会について

レファ協参加の利点

事例の蓄積、共有

事例の公開→ログイン不要で見られる

学校図書館の活動を外部に発信

「学校司書がいる学校図書館」のアピール
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1 COVID-19の影響下での学校図書館
サービス概要

神奈川県立学校の臨時休業期間

2020年3月2日～5月31日

6月から分散登校等、段階的に再開

7月13日から通常登校

（学校により時差通学継続）
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1 COVID-19の影響下での学校図書館
サービス概要

閉館、来館制限、制限の範囲
勤務校では 4-5月は司書出勤時開館

（来館利用は出勤している教員のみ）
6月からは毎日開館
座席の間引き
入館人数の制限
→分散登校期間中は20人まで
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1 COVID-19の影響下での学校図書館
サービス概要

2回目の緊急事態宣言による変化

神奈川県立学校では

時差通学（登校時間を遅らせる）

短縮授業（下校時の混雑回避のため）

特に大きな変化はなし
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2 来館制限時の学校図書館サービス

利用者が登校し、直接来館することが前提

在宅の利用者とつながる手段がない

学校HPからの発信、Twitterを使った広報

外部に閉じたツールが必要

まずは基礎的なインフラの整備から
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2 来館制限時の学校図書館サービス

校務用 教職員向け Microsoft Office365
一斉メールやTeams

学習用 生徒向け G Suite for Education
BYOD 2019年度～Wi-Fiの整備
Googleclassroom（以下CR）
Googleフォーム
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2 来館制限時の学校図書館サービス

学校によっては

Classi、スタディサプリ、C-Learning

学校ごとの利用状況の格差
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2 来館制限時の学校図書館サービス

生徒と個別にやり取りする際の配慮

生徒個人の連絡先を収集する場合には許可が必要
部活動や学校行事等の業務を行うために、児童・生徒の携帯電
話番号やメールアドレス、メッセージアプリのID等をやむを得ず
収集する必要がある場合は、本人、保護者、校長に収集の目的
を伝え、必ず許可を得ること。
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2 来館制限時の学校図書館サービス

生徒と個別にやり取りする際の配慮

書籍の貸出記録関連の個人情報

→対策重要度Iの情報 取り扱い注意
個人情報のうち特に機密性を有するもの

（学校にあっては、職員のみ知りうる個人情報）

及び業務上必要とする最小限の職員のみが扱う情報
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2 来館制限時の学校図書館サービス

アンケートより リモートによるリクエストやレファレンスの

受付はいつから始めたか

回答 15校（県立13、私立2）
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2 来館制限時の学校図書館サービス

アンケートより リモートによるリクエストやレファレンスの

受付方法

回答 15校

15

その他
・学内メールシステム
・スタディサプリ
・C-Learning
・Googleフォームでリクエスト希望者
のアドレスを収集。そのアドレスへ司書
Gmailから受付電話番号と受付時間
を指定し送信。指定時間内に電話で
リクエストを受付ける。

Gmail 11

Googleフォーム 9

その他 5



2 来館制限時の学校図書館サービス

アンケートより サービス開始を利用者に知らせた方法

回答 15校
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その他
・マチコミ（2）
・meetの朝礼で告知→CRへ問い合わせ先と
方法を投稿
・学内メールシステム
・全校生徒への課題郵送時に、図書館からの
お知らせプリントを同封
・学校独自ポータルサイト（教職員）
・スタディサプリ、C-Learning
・Classi
・新着案内、新入生図書オリエンテーション
(学校再開後）

Google Classroom 10

学校ホームページ 5

一斉メール 3

その他 10



2 来館制限時の学校図書館サービス

校外からの蔵書検索手段の確保

対策重要度Ⅰ

→図書館外のネットワークとは接続しない

カーリル社 学校図書館支援プログラム

ソフテック社 LibFinderクラウド
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2-1 来館制限時のレファレンス・サービス

アンケートより 2020年3月から6月にリモートで受け付けた

レファレンスの件数

回答15校

平均2.9 最大17
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2-1 来館制限時のレファレンス・サービス

◆ マンガの新刊の発売日について

◆ 図書館の開館について

◆ ①所蔵確認 ６件

②課題研究・宿題のための資料探し ６件

③進路関係 ２件

④こういう本が読みたいので紹介してほしい ３件

◆ 本の所蔵の有無、郵送貸出の方法
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2-1 来館制限時のレファレンス・サービス

◆ ほとんどが探究という授業の論文執筆のためのもの。

人により異なるため多種多様。

例：人種などの差別意識が生まれる前に教育をしたいので、

子どもの発達段階が分かる資料

フェアトレードの中でもチョコレートに関する資料

アパレル業界で大量廃棄があるそうだが、実態をレポートしたもの

建築関連の基本的な情報が分かるものと、眺めて楽しそうな写真集
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2-1 来館制限時のレファレンス・サービス

◆ レファレンスは受け付けなかった

◆ オンラインDB等を使って古典関連の資料を探す方法

◆ 教員から国語の教材に関するレファレンス

勤務校での事例：教員からのレファ（対面での質問）4月下旬

在宅でできるテーマ研究のアイデア

「朝日けんさくくん」天声人語など

「ウィキペディア・サーフィン」を提案
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2-2 来館制限時の授業・ガイダンス、
利用者教育等への対応

動画配信によるオリエンテーション

利用案内資料のみ配信

登校できるようになってから対面でのオリエンテーション

授業利用は少人数授業のみ対応、など
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2-3 来館制限時から現在までの電子ブック、
ウェブ情報源の活用

無料でアクセスできる各種サービスのリンク集作成、紹介など

有料オンラインデータベース

勤務校では「朝日けんさくくん」

学外からもアクセスできる臨時IDの発行（2020年7月末まで無償）

電子書籍の導入校は神奈川県立学校ではゼロだったが、

これを機に導入を検討する学校も
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2-4 来館制限時のレファ協の活用

利用者向けには役立つウェブ情報源として紹介

研究会HPにレファレンス事例集へのリンクを掲載、

「レファレンス事例ピックアップ」テーマ別の事例紹介を

毎月更新 （COVID-19前から）

業務上 各自活用
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2-4 来館制限時のレファ協の活用

レファレンス
事例集
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2-4 来館制限時のレファ協の活用

レファレンス事例ピックアップ

今月は「料理・お菓子のレシピ」に関する
レファレンス事例をご紹介します。

◆料理
大切な人に作る料理のレシピ本
かわいいお弁当のレシピ本が見たい。
わかりやすい燻製の作り方の本はないか。
おせち料理の作り方の本
ラーメンを作る本 etc.
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3-1 リモートワークでのレファレンス・サービス
の状況

司書の在宅勤務 4-5月

リモートでレファレンスを受けつけた学校はそれほど多くない

アンケート回答15校中0件が9校 平均2.9 最大17

オンラインで解決するもの

出勤時に対応→郵送貸出
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3-1 リモートワークでのレファレンス・サービス
の状況

神奈川県立図書館の総合目録の活用

県立学校図書館限定公開、学校司書のみが利用可能

年に数回蔵書データを送って更新してもらう

IDとPWを入れればインターネット上で検索できる
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3-2 リモートワークでのレファ協のデータ登録

司書の在宅勤務 4-5月

◆登録

自校データの登録は随時可能だったが、実際は登録ゼロ

（平常時でも登録が少ない）
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3-2 リモートワークでのレファ協のデータ登録

司書の在宅勤務 4-5月

◆登録

電子掲示板での相互レファレンスの転記 月1回

掲示板は自宅からもアクセス可能

担当者が在宅勤務時に実施

4-6月は事例自体が少なかった 7月からは例年並み
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3-2 リモートワークでのレファ協のデータ登録

司書の在宅勤務 4-5月

◆登録事例の一般公開

例年：5月の総会で承認を得てから前年度データをまとめて公開

2020年：総会は書面での開催

→在宅勤務下でもできる作業として担当者が一般公開

2020年4月～8月にかけて

レファレンス事例66件、調べ方マニュアル31件を一般公開
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４ これまでとこれから

利用者に向けて

学校図書館という「場」

非来館型サービス、情報発信のありかた

職員として

働く環境 情報共有 在宅勤務
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